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平
成
26
年
度
当
初
予
算
は
、
第
5
次

柳
津
町
振
興
計
画
に
記
載
し
た
6
つ
の

政
策
と
28
の
施
策
の
こ
れ
ま
で
の
実
績

に
つ
い
て
振
り
返
り
評
価
を
行
い
、
次

の
6
つ
の
施
策
を
重
点
施
策
と
し
て
位

置
づ
け
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
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①
農
林
業
の
振
興

②
学
校
教
育
の
充
実

③
火
災
・
災
害
対
策
の
推
進

④
観
光
の
振
興

⑤
商
工
業
の
振
興

⑥
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

一
般
会
計
及
び
10
の
特
別
会
計
の
総

額
は
58
億
3
，
3
6
4
万
円
と
な
り
、

　

3
月
14
日（
金
）、
第
一
回
柳
津
町
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算
と
主
な
事
業

の
概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

前
年
度
に
比
べ
9
億
2
，
1
0
8
万
円

（
前
年
度
比
18
．
7
％
）
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
総
額
は
43
億
2
，

0
0
0
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
9
億
円

（
前
年
度
比
26
．
3
％
）
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
61
年
度
以
降

3
番
目
に
大
き
い
予
算
規
模
で
あ
り
、

主
な
増
加
の
要
因
と
し
て
、
介
護
老
人

福
祉
施
設
整
備
事
業（
5
億
9
，
2
3
1

万
円
）、
役
場
庁
舎
改
修
事
業（
1
億

8
，
4
8
6
万
円
）
及
び
ふ
く
し
ま
森

林
再
生
事
業（
1
億
5
，
1
1
6
万
円
）

に
つ
い
て
予
算
を
計
上
し
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

人件費
640,673（2.4%）

物件費
532,138（4.9%）

維持補修費
175,680
（39.4%）

扶助費
159,827（20.4%）

補助費等
480,250（0.5%）

普通建設事業費
1,433,661（135.5%）

災害復旧事業費
6,000（-）

公債費
434,855
（△6.6%）

積立金
22,763（0.1%）

貸付金
13,180（-）

繰出金
393,183（△3.0%）

予備費
27,790（△5.1%）

議会費
61,494（14.4%） 総務費

813,120（55.8%）

民生費
1,184,374（65.8%）

衛生費
200,034（5.7%）

農林水産業費
481,615（53.3%）

商工費
176,476（△22.9%）

土木費
429,257（10.1%）

消防費
182,260（△11.3%）

教育費
322,724（6.9%）

災害復旧費
6,000（-）

公債費
434,855（△6.6%）

諸支出金
1（-）

予備費
27,790(△5.1%）

町税
384,476（0.1%)

地方譲与税
58,000（△4.9%）

利子割交付金 550（-）
配当割交付金

150（-）
株式等譲渡所得割
交付金 66（-）
地方消費税交付金
38,000（22.6%）

自動車取得税交付金
7,000（△30.0%）

地方特例
交付金
500（-）

地方交付税
1,850,000（-）

交通安全対策特別交付金
720（-）分担金及び負担金

14,074（△38.9%）

使用料及び手数料
42,681（△2.8%）

国庫支出金
198,987（20.5%）

県支出金
383,802（48.2%）

財産収入
7,972（46.7%）

寄附金
420（-）

繰入金
458,716（286.8%）

繰越金
45,000（-）

諸収入
52,086（△8.1%）

町債
776,800（113.1%）

町
の
予
算
と
事
業

年度別
会計別 平成26年度 平成25年度 比　　　較 前年対比（％）

一 般 会 計 4,320,000 3, 420, 000 900,000 26.3

特　
　

別　
　

会　
　

計

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計 13,640 13, 660 △     20 △� 0.1

国民健康保険特別会計
（事業勘定） 557,000 547,500 9,500 1.7

（施設勘定） 77,200 79, 500 △ 2,300 △� 2.9

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 52,100 51, 900 200 0.4

介 護 保 険 特 別 会 計 450,000 427,000 23,000 5.4

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 172,900 169,400 3,500 2.1

町 営 ス キ ー 場 事 業 特 別 会 計 4,800 13, 300 △ 8,500 △� 63.9

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 93,500 93, 200 300 0.3

下 水 道 事 業 特 別 会 計 85,500 90, 700 △ 5,200 △� 5.7

簡 易 排 水 事 業 特 別 会 計 2,200 2, 000 200 10.0

林 業 集 落 排 水 事 業 会 計 4,800 4, 400 400 9.1

特 別 会 計 合 計 1,513,640 1, 492, 560 21,080 1.4

合 計 5,833,640 4, 912, 560 921,080 18.7

平成26年度　会計別予算額
（単位：千円）

歳入
一般会計 43億2,000万円　前年度比 26.3 ％
歳入用語の説明
町税…………………町民の皆さんや町内企業が

町に納める税金
地方譲与税…………国税として徴収した自動車

重量税や地方道路譲与税の
一部から町へ配分されるお金

地方交付税…………国から財源不足の地方に交
付されるお金

使用料及び手数料…各種施設の使用料や住民票
の交付手数料など

国庫・県支出金……特定の目的のために、国・
県から交付されるお金

繰入金………………主に積立金（基金）を取崩
し一般会計に繰入れるお金

繰越金………………前年度から繰り越したお金
町債…………………特定の目的のために、町が国

や銀行から借り入れるお金

単位：千円（前年度比）

歳出（性質別）用語の説明
人件費……………職員の給料や議員報酬のお金
物件費……………消耗品、光熱水費、電話料金、

施設の管理委託料などの消費的
なお金

維持補修費………施設や道路を維持するため修繕
に要するお金

扶助費……………児童手当や高齢者や障害者の方
を援助するためのお金

補助費等…………消防署、ごみ処理施設の負担金
や町の個人や各種団体に交付す
る補助金など

普通建設事業費…施設や道路の建設に使われるお
金

積立金……………基金（貯金）へ積み立てるお金
繰出金……………国民健康保険や上下水道などの

特別会計の事業経費を負担する
ため支出するお金

歳出（目的別）用語の説明
議会費…………議員の報酬や議会の運営に使われ

るお金
総務費…………町政全般の管理等に使われるお金
民生費…………高齢者・障害者・児童などの福祉

に使われるお金
衛生費…………住民健診や予防接種、ごみ処理な

どに使われるお金
農林水産業費…農林水産業の振興、農道・林道な

どの整備に使われるお金
商工費…………観光・商工業の振興に使われるお金
土木費…………町道、町営住宅などの整備や管理

に使われるお金
消防費…………消防、水防、災害対策に使われる

お金
教育費………… 小学校・中学校などの教育、文

化・スポーツの振興などに使われ
るお金

災害復旧費……災害被害の復旧に使われるお金
公債費…………町債（町の借金）の返済にあてる

お金

歳出

単位：千円（前年度比）

（目的別）

歳出（性質別）

単位：千円（前年度比）

平成26年度
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☆未来に希望の持てる活力あるまちづくり☆
【農林業の振興】
○中山間地域総合整備事業	 675万円
　県営事業負担金、農用地整備等
○放射性物質モニタリング調査事業	 523万円
　学校・保育所給食、町産の農作物等について、放射
性物質含有のモニタリングの実施
○水田農業改革支援事業	 300万円
　カメムシによる水稲への被害を抑制するため、防除
剤購入者への補助
○生産調整推進事業	 1,404万円
　米の生産数量目標に従って生産を行った販売農家等
への補助
○乾田・畑化対策事業	 300万円
　暗渠排水・客土事業への補助
○町単独農用地等整備事業	 800万円
　地区等が行う農用地等整備への補助
○新規就農確保事業	 759万円
　新規就農者への給付金の交付
○農産物ＰＲ支援事業（風評被害対策）	 341万円
　農産物の販売・ＰＲ
○中山間地域等直接支払交付金事業	 4,102万円
　24集落団地の農地保全のため助成
○農地・水・環境保全向上対策事業	 326万円
　23地区の農地・水・環境保全のため助成
○森林環境交付金(基本枠)事業	 417万円
　小中学校における森林環境学習、間伐等による景観
整備
○森林病害虫防除事業	 552万円
　森林病害虫の調査・駆除を行う。
○ふくしま森林再生事業	 1億5,116万円
　森林整備、計画策定、枝葉処理
○鳥獣被害防止対策事業	 216万円
　有害鳥獣による被害を防止するため対策を講じる。

【観光の振興】
○都市再生整備計画事業	 3,259万円
　公園整備工事、観光案内所設計、諏訪町十二所線設
計、地域づくりアドバイザー
○新歳時記の郷・奥会津活性化事業	 1,370万円
　森林公園アスレチックの修繕
○冬まつり事業	 200万円
　第35回会津やないづ冬まつりの実施
○観光ウオーキング事業	 200万円
　うつくしま・みずウォーク柳津大会の実施
○誘客プロジェクト	 219万円
　柳津温泉組合及び西山温泉組合による宿泊商品造成
等

○赤べこまつり事業	 140万円
　第 3回赤べこまつりの実施

○赤べこ発祥のまちプロジェクト事業	 240万円
　赤べこ発祥の町を大々的にPRするとともに、観光
客に対し赤べこを象徴したおもてなしを等を展開し、
赤べこブランドの町づくりをする。

○風評被害対策事業	 65万円
　観光キャラバン及び物販により、安心・安全をＰＲ
し誘客を図る。

【商工業の振興】
○やないづ福満商品券発行事業	 2,000万円
　町内の消費拡大を支援する。

【雇用対策の推進】
○雇用対策基金事業	 2,000万円
　将来へ向けて、雇用対策のための基金を積み立てる。

○緊急雇用創出基金事業・震災枠	 279万円
　観光風評被害回復のため観光ＰＲ、着地型観光の充
実強化

○緊急雇用創出基金事業・重点枠	 559万円
　物産販売等の強化することで観光地の活性化及び地
場産品販売促進を図る。

○緊急雇用創出基金事業・地域雇用	 553万円
　地場産農産物加工品の開発販売等による若者の雇用
機会の創出

☆豊かな自然と共生する美しいまちづくり☆
【循環型社会の構築と廃棄物の適正処理の推進】
○資源ごみリサイクル推進事業	 633万円
　循環型社会をめざし資源ごみの再資源化を推進する。

【自然環境の保全】
○新エネルギー導入事業	 3,722万円
　役場への蓄電池システムの整備
○新エネルギー導入助成事業	 85万円
　住宅用の新エネルギー（太陽光・太陽熱及びペレッ
ト・薪ストーブ）設置費の一部補助
○県道除草事業・河川浄化事業	 39万円
　県道及び只見川の除草
○合併処理浄化槽設置事業	 266万円
　合併処理浄化槽設置への助成

○放射線対策事業	 327万円
　環境放射線モニタリング調査の継続実施

【下水道利用の推進】
○住環境整備助成事業	 80万円
　下水道への加入促進のために、住宅改修をして加入
した者への補助

【美しい景観のまちづくりの推進】
○景観維持管理事業	 100万円
　町内観光地点の桜の管理

☆誰もが安全で安心して生活できるまちづくり☆
【子育て支援の充実】
○子ども医療費助成事業	 1,125万円
　乳幼児から18歳までの医療費の自己負担分を助成
○ひとり親家庭医療助成事業	 96万円
　ひとり親家庭へ医療費を助成
○子育て応援祝い金事業	 444万円
　出産時、小中学校入学時に祝金を支給
○児童手当事業	 5,010万円
　児童手当の支給（ 0歳～中学校終了前まで）
○子育て世帯臨時特例給付金給付事業	 547万円
　児童手当（特例給付含む）受給者に対し消費税増率
の影響緩和のための給付金の給付　
○放課後児童保育支援事業	 385万円
　昼間、保護者のいない家庭の小学校低学年（ 1年生
～ 3年生）の児童に適切なあそびを通して、健全な育
成と児童福祉の増進を図る。
○保育所給食検査事業	 25万円
　給食食材の放射能検査を実施し、安全安心な食を提
供する。
○食育推進事業	 186万円
　自ら食について考える習慣や知識を身につけられる
よう、専門講師による講演や栄養士による食育指導を
行う。

【健康づくりの推進】
○総合検診事業	 1,306万円
　疾病の予防・早期発見のために集団検診を実施
○健康教室事業	 102万円
　病態別健康講演会、軽運動教室等の保健指導を、医
師・栄養士・健康運動指導士・保健師等により実施
○予防接種事業	 1,119万円
　ワクチン接種により重症化予防を図る。
○（国保事業会計）特定健康診査等事業	 466万円
　特定健診・特定保健指導、日帰り人間ドックを実施
し、疾病の早期発見につなげる。
○（国保事業会計）レセプト点検強化事業	 275万円
　レセプト（診療報酬明細書）点検の充実強化を図る。
疾病の重症化予防対策を通して医療費適正化を目指す。
○（国保事業会計）特定保健指導事業	 129万円
　特定健診の結果に基づく対象への個別保健指導を行
い、個々の意識改善を促し疾病予防に努める。

【高齢者や障がい者の住み慣れた地域や家庭での自立促進】
○高齢者生活支援事業	 676万円
　高齢者への生活支援事業の実施
○敬老事業	 783万円
　敬老会の開催、敬老祝い金の支給
○障害者地域生活支援事業	 1,164万円
　障害者への生活支援事業の実施
○臨時福祉給付金事業	 2,080万円
　低所得者に対し消費税増率に伴う食料費増額分の給
付　
○介護老人福祉施設整備事業【事業者】	 5億9,231万円
　特別養護老人ホーム福柳苑の増床に伴う整備費に対
する負担金
○（介護保険会計）地域支援事業（介護予防事業）	582万円
　高齢者への介護予防事業の実施
○（介護保険会計）地域支援事業（包括的支援事業）	1,060万円
　包括予防マネージメント、総合相談、虐待防止事業
の実施

【医療体制の充実】
○（国保施設会計）地域医療確保対策事業	 1,683万円
　国保診療所診療業務委託、県へき地医療代診医派遣
負担金

【交通安全の推進】
○交通安全対策事業	 188万円
　交通教育専門員の配置、啓発看板設置

【防犯対策の推進】
○防犯灯整備補助事業	 200万円
　地区防犯灯整備費補助事業の実施

【火災・災害対策の推進】
○防火水槽施設整備事業	 180万円
　耐震性貯水槽の設計
○ポンプ車整備事業	 1,900万円
　ポンプ自動車の更新
○防災対策事業	 1,670万円
　排水ポンプ等の整備
○広域消防事業	 1億1,437万円
　会津若松地方広域市町村圏整備組合広域消防負担金

【安全安心な水の供給】
○（簡易水道会計）簡易水道統合整備事業	 4,000万円
　冑中地区へ簡易水道施設の整備

平成２6年度の主な事業
※ここに掲載した事業は、平成26年度に予定している重点事業又は主な事業です。
　すべての事業（内容・金額）が列挙されているわけではありません。また、掲載された事業でも今後、大
幅に変更される場合があります。
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【学校教育の充実】
○スクールバス購入事業	 398万円
　スクールバスの更新
○学校教育学力向上対策事業	 1,397万円
　柳小、西小において複式学級支援、特別支援教員に
よるきめ細かな教育を行う。
○学校教育用備品購入整備事業	 400万円
　森林環境交付金事業による柳津小学校図書室の環境
整備
○小中学校図書整理事業	 521万円
　司書を配置し各学校図書館を巡回しながら図書の整
備を行い、子どもたちへ読書の習慣を身につけさせる。
○ＩＣＴ教育環境整備事業	 354万円
　ＰＣ室、教務用パソコンの更新

【青少年の健全育成】
○放課後子ども教室事業	 176万円
　小学生放課後子ども教室の開催
○舞台鑑賞事業	 32万円
　町内小学生から一般町民が参加できる芸術鑑賞を行
う。

☆一人ひとりの個性が輝くまちづくり☆
○海外派遣事業	 1,081万円
　国際化に対応できる青少年の育成のため、ホームス
テイなどの体験学習を行う。

【生涯学習の推進】
○生涯学習推進事業	 166万円
　各種学級、講座、研修会の開催

【生涯スポーツとレクリェーションの推進】
○運動公園施設修繕・改修工事	 855万円
　運動公園各施設の修繕・改修を行う。

【地域の伝統文化と文化財の保存・継承】
○美術品購入事業	 300万円
　新たな斎藤清作品を購入し展示内容の充実を図る。
○美術館企画展開催事業	 286万円
　年 4回の企画展を行う。
○美術館整備事業	 245万円
　美術館各設備の修復・整備
○伝統工芸教室	 24万円
　しめ縄、またたび細工、わら細工等教室の開催

☆町民との協働でつくる個性のあるまちづくり☆
【地域コミュニティの維持】
○コミュニティ助成事業	 630万円
　 3地区で計画する地域コミュニティ事業に対し、事
業費の一部を補助する。（自治総合センターからの助成）
○地区集会所建設事業	 275万円
　琵琶首地区集会所建設実施設計

【財政健全化の推進】
○町税等収納対策事業	 475万円
　町税等（使用料等を含む）の滞納整理を強化し、収
納率の向上を図る。

【効果的・効率的な行政運営の確立】
○役場庁舎改修事業	 1億8,486万円
　庁舎改修工事

☆連携と交流によるにぎわいのあるまちづくり☆
【道路ネットワークの充実】
○町道五畳敷大成沢線改良事事業	 2,160万円
　五畳敷大成沢線の道路改良
○町道八坂野大野線改良事業	 4,110万円
　八坂野大野線の道路改良
○鳥屋居平線改良事業	 1,630万円
　町道鳥屋居平線の道路改良
○山のみち地域づくり交付金事業	 384万円
　新鶴柳津線の改良
○除雪機械整備事業	 2,646万円
　ロータリ除雪車の更新
○林道藤塩峯線開設事業	 1,000万円
　林道藤塩峯線開設工事

【公共交通ネットワークの充実】
○町民バス運行事業	 2,948万円
　町内 9路線のバス運行
○生活交通路線運行事業	 140万円
　生活交通路線の運行支援

○只見線復旧復興基金事業	 1,250万円
　県ＪＲ只見線復興推進会議負担金

【情報通信ネットワークの充実・活用】
○光ファイバー加入促進補助事業	 48万円
　光ファイバーへの加入促進のため世帯・法人への補助
○町ホームページ更新事業	 250万円
　行政情報・観光情報発信のため、ホームページをリ
ニューアル　

【交流・移住・定住の促進】
○後継者緊急対策事業	 60万円
　結婚祝金を支給し定住を促す。
○住まいづくり支援事業（経済対策）	 3,000万円
　町内業者施行の個人住家の改築・改修への補助
○公営住宅改修事業	 3,500万円
　老朽化した既存公営住宅改修工事

平成２6年度の主な事業

●問い合わせ・予算書の閲覧　　総務課企画財政班　℡ 42－２１１2

町県民税均等割の税額が引き上げられます

柳津町国保診療所からのお知らせ

　東日本大震災の経験から、地方公共団体が実施する防災・減災のための施策に必要な財源を
確保することを目的として、平成２６年度から平成３５年度までの１０年間、町県民税均等割額に復
興特別税としてそれぞれ５００円が加算されます。
　具体的には、下記のとおり改正されます。

　平成２６年 ４ 月より、毎週月曜日は福島県立宮下病院医師の診療となります。
　平上博資医師の診療は毎週火曜日から金曜日です。

○診療日時（診療科目：内科・小児科）

問　総務課税務班　℡ 42－２１１3

問　柳津町国保診療所　℡ 42－２３３4

均等割 改正前 改正後

町民税 3,000円 3,500円

県民税 2,000円
(うち森林環境税1,000円)

2,500円
(うち森林環境税1,000円)

合　計 5,000円 6,000円

・受付時間は、診療終了時間３０分前までにお願いします。
・毎月第 ２ ・第 ４ 水曜日の午後は、従来どおり、平上博資医師が西山出張所で診療します。　
・土日、祝日及び年末年始は休診となります。

　　　曜日
月 火 水 木 金

診療医師 福島県立　　
宮下病院医師 平上博資医師 平上博資医師 平上博資医師 平上博資医師

診療時間
午　　前 9時～12時 9 時～12時 9 時～12時 9 時～12時 9 時～12時

診療時間
午　　後 1時～ 4時30分 1 時～ 5時 1時～ 5時 1時～ 5時 1時～ 5時
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◎子どもと高齢者の交通事故防止（運動の基本）
　・子供と一緒に通学路を歩くなどして、安全な歩き方、横断方法や信号の意味を教えましょう。
　・夕暮れ時や夜間は、運転者から発見されやすいよう、明るく目立つ色の服装を心がけ、衣服や持
　ち物などには夜光反射材を取り付けましょう。
　※高齢者の交通事故が増加していますので、運転の際は十分にお気を付けください。

◎３つの運動の重点
○自転車は車両です。交通ルールと交通マナーを守りましょう！
　特に下記の「福島県自転車安全利用五則」を確認の上、遵守しましょう。

福島県自転車安全利用五則
　１　自転車は、原則車道を左側通行、歩道は例外
　２　歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
　３　信号遵守と一時停止・安全確認
　４　安全ルール・マナーを守る
　　　・飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　　　・夜間はライトを点灯・反射材着装
　　　・運転中の携帯電話・ヘッドホン使用、傘さし運転の禁止
　５　被害軽減のためヘルメット着用に努める

○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用を徹底しましょう！
　運転者はもちろん、後部座席を含めた同乗者全員のシートベルト着用を確認後に発車しましょう。

○飲酒運転は絶対にやめましょう！
　飲酒を伴う各種行事や会合等には、車を持ち込まないようにし、やむを得ない場合にはハンドル
キーパーを決めましょう。
　

家庭内でも交通安全について話し合い、交通安全の意識を高めましょう！

春の全国交通安全運動がはじまります
4月6日(日)～4月15日(火)
「事故のない　明るい未来は　君の手で」

縄文館の展示品を入れ替えました

文化協会に新しいクラブが
加入しました

　今回の入れ替えでは、縄文館 1 階の展示ケースを増やし、石生前遺跡だけではなく、塩ノ半在家遺
跡や砂子原居平遺跡の出土品も展示しております。
お気軽にお越しください。

【展示場所】　憩の館ほっとinやないづ内　縄文館
【営業時間】　午前 9時00分　～　午後 3時30分
【休 館 日】　第 2、第 4木曜日
【入 館 料】　無料

問　縄文館（憩の館ほっとinやないづ内）　℡ 41－１０７7

　柳津町文化協会は現在16のクラブで構成されています。
　昨年より茶道クラブ「大日本茶道学会小貫社中（代表　小貫成子さん）」
が新たに加わりました。様々なイベントでお手前を披露しています。興
味のある方はぜひお問い合わせください。

問　総務課総務班　　℡ 42－２１１2 問　柳津町中央公民館　℡ 42－３５１1

悠友倶楽部学級生募集！
【内　　容】　　　　物作り・軽スポーツ・料理教室・講演　等　
【対　　象】　　　　５０歳から７０歳までの町民
【開 催 日】　　　　 ５月から ３月まで月 １回
【開催場所】　　　　やないづふれあい館
【参 加 費】　　　　 １，０００円（年会費）
【申込み締め切り】　平成２６年 ４ 月１５日（火）

月に１度、みんなで楽しく活動しましょう！

問　柳津町中央公民館　℡ 42－3511

料理教室の様子
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新たな旅立ち
　３月１３日（木）に、町内の中学校にお
いて卒業証書授与式を挙行いたしました。
　柳津中学校では２８名、西山中学校では
５名が、３年間過ごした学び舎をあとにし、
４月からそれぞれの道へ進まれます。
　これまで中学校で学んできたことやとも
に過ごした友人たちは、きっと大切な宝物
となるでしょう。それぞれの進路での御活
躍をお祈りしております。

ふくしまＤＣに向けて
　３月１５日（土）に、ふれあい館において只見
川電源流域振興協議会主催による歳時記の郷・奥
会津シンポジウムが開催されました。
　当日は、平成２７年４月から開始されるふくし
まデスティネーションキャンペーン（ふくしまＤ
Ｃ）に向けた奥会津の取り組みについての講演、
パネルディスカッション、「福が満開おもてなし
隊」によるパフォーマンスや昭和村を舞台とした
映画「ハーメルン」の上映が行われました。

頑張る人にズームイン
みなさんの「ホット」するような情報を
お知らせください。取材にお伺いします！
◎総務課企画財政班☎42‒2112

赤べこ新聞社

御寄付を頂きました
　２月２６日（水）に、有限会社河内屋商店
代表取締役山内拓也氏が役場を来庁され、井
関町長へ寄付金を手渡されました。
　有限会社河内屋商店様からは昨年に引き続
き御寄付を頂きました。
　頂きました御寄付は、町の貴重な財源とし
て使用いたします。心から御礼申し上げます。

消すまでは　心の警報　ＯＮのまま
　３月６日（木）に、春の春季火災予防運動の一環
として会津坂下消防署柳津出張所主催による火災予
防のための街頭広報が実施されました。
　当日は、会津坂下消防署柳津出張所署員、町消防団
員及び町婦人消防隊員が、かねか柳津店店頭におい
て、火災予防ＰＲのチラシを来店者に配布しました。

永年の功績を称えて
　２月２７日（木）に開催した柳津町スポー
ツ少年団指導者会議において、福島県スポー
ツ少年団創設５０周年記念事業において特別
表彰（功労者）を受けられた二瓶伸博氏、赤
城吉晴氏に対して表彰状を授与しました。
　両氏は柳津町スポーツ少年団で認定員とし
てこれまで２７年間活動されていて、その活
動を通して青少年スポーツの振興に多大な貢
献があったとして表彰されたものです。

消防用小型動力ポンプを更新
　３月１７日（月）に役場前駐車場において
消防用小型動力ポンプ引渡式を行いました。
　式では、町長から更新の対象となった大
野、八坂野、猪鼻、石坂、藤、久保田及び
大峯の７班に消防用小型動力ポンプを引渡
しました。
　式後すぐに使用方法についての説明を行
い、消防団員はいつでも使用できるように
するべく熱心に説明を聞いていました。

ジュニアオリンピック出場！
　３月２７日（木）から北海道歌志内市において開
催されるJOCジュニアオリンピックカップ２０１
４兼全日本ジュニアスキー大会に当町から藤田知幸
選手（柳津中学校２年）が出場されます。
　藤田選手は、３月９日（日）に開催された福島民報杯
会津高原たかつえＢ級ＧＳポイント大会で最高ラップ
賞を獲得するなど実績十分。「自分の滑りができるよ
うに練習を頑張っていきたい。」と語られていました。

デスティネーションキャンペーンとは
　デスティネーション＝Destination（目的地・行き先）とキャンペーン＝Campaign（宣伝戦）
の合成語で、ＪＲグループ６社と自治体が協働で実施する大型観光キャンペーンのことを指
します。
　福島県を対象とした本キャンペーンはこれまで４回実施されていて、来年は４月から「福
が満開、福のしま」をテーマに実施される予定となっています。また、今年はプレＤＣとし
てキャンペーンが実施される予定であり、奥会津地域の自治体は一体となって、こちらにも
力を入れていきます。

向かって左が二瓶伸博氏、右が赤城吉晴氏
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平成26年度
柳津町の助成金及び補助金交付金等一覧表
　柳津町には、いろいろな助成金や補助金の制度があり、その主なものを紹介いたします。
　詳しい内容については、それぞれの問い合わせ先まで御連絡ください。

№ 項　目 趣　　　　　　　旨 内　　　容　　　等 問い合わせ先

1
防犯灯設置事
業費補助金

　犯罪の未然防止及び住みよい生活環境
づくりのため、各行政区が行う防犯灯設
置費用の一部を補助金として交付します。

　防犯灯の新設・更新・修繕費用の60％（千円
未満切捨て）を交付します。なお、維持費につ
いては、各行政区負担となります。

総務課
総務班

℡42−2112

2

住宅用新エネ
ルギーシステ
ム設置費補助
金

　地球温暖化の防止及び環境保全意識の
高揚を図るため、住宅に新エネルギー設
備を設置する者に対し、補助金を交付し
ます。

　新エネルギー設備（太陽光発電、太陽熱利用、
ペレットストーブ等）設置費の一部を助成しま
す（必ず事前に御相談ください）。
【太陽光発電システム（ 6万円/ 1 kw・上限
4 kw）、太陽熱利用システム（事業費の 1 /10
以内・上限 8万円）及びペレットストーブ等
（ 1 / 5 以内・上限 5万円）】

総務課
企画財政班
℡42−2112

3

柳津町居住用
家屋新築及び
増改築に係わ
る利子助成金

　町内の居住用家屋の新築又は増改築を
促進し、町内建築業の活性化を図るた
め、建築資金として百万円以上の経費を
要して、金融機関より資金を借り受けて
行う場合その利子の助成を行います。

１：新築に係わる交付対象資金 １ 千万円以内
（交付対象期間 ５年）
２：増改築に係わる交付対象資金 ２ 百万円以内
（交付対象期間 ５年）
※助成金は町内建築業者（町商工会加入）施
工・町外建築業者施工の別により異なります。

地域振興課
観光商工班
℡42−2114

4

柳津町中小企
業融資利子補
給金等補助金

　中小商工業の振興を図るため、柳津町
商工会に加入している中小商工業者に対
し、事業資金、経営改善資金を借り入れ
た場合、償還利子について助成を行いま
す。

１：福島県商工事業協同組合より資金の融資を
受けた場合。償還利子額の 2／ 3以内
２：町指定金融機関より振興資金の融資を受け
た場合。償還利子額の 2. 0 ％以内
３：日本政策金融公庫より経営改善の融資を受
けた場合償還利子額の 1. 7 ％以内
４：福島県信用保証協会から町中小企業振興資
金の融資を受けた借入金に対し協会に支払う信
用保証料の全額

地域振興課
観光商工班
℡42−2114

5

農業経営基盤
強化資金利子
補給事業補助
金

　柳津町農業の中核的担い手となる経営
感覚に優れた農業経営体を育成するた
め、経営規模の拡大及び経営の効率化を
図ろうとする認定農業者に対し、農業経
営基盤強化資金の利子を助成します。

　スーパーＬ資金　資金の使途：農地等の取
得・改良、施設・機械の取得、長期運転資金等
　人・農地プランの中心となる経営体として位
置づけられた認定農業者は貸付当初 ５ 年間実質
無利子化
　借入金利：償還期限に応じて 0. 5 ～ 1 ％
　償還期限：25年以内
　借入限度額： 3億円（個人）

農業委員会
℡42−2116

6

結婚祝金 　人口の増加と活力ある町の担い手を育
成して、住民の福祉の向上及び町の活性
化に寄与することを目的として結婚祝い
金を支給します。

　夫又は妻になる者が婚姻届出日において、引
き続き一年以上当町に住所を有し、婚姻届後に
夫と妻の双方が当町に住所を有する夫婦 1組当
たり ５万円（商品券）の祝い金を支給します。

町民課
住民福祉班
℡42−2118

7

頑張れ子育て
応援金

　次代を担う子どもの誕生を祝うととも
に、健やかな成長を願い、子育てする家
庭の経済的負担を軽減目的で子育て応援
金を支給する。

１：新生児の父又は母が新生児出生日におい
て、引き続き一年以上本町に住所を有し、新生
児の住所を本町に有すること。
・住民が新生児を出産したとき　 ７万円（商品券）
２：小学校及び中学校に入学する年度の ４ 月 ２
日現在において、入学対象となる子又は父母又
は養父母のどちらかが引き続き １ 年以上本町に
住所を有していること。
・住民が小学校に入学したとき　 3万円（商品券）
・住民が中学校に入学したとき　 5万円（商品券）

町民課
住民福祉班
℡42−2118

8

ひとり親家庭
医療費

　ひとり親家庭及び父母のない児童に対
し、医療費の一部を助成します。

　対象者：柳津町に住所を有するひとり親家庭
の父または母及びその１８歳未満の児童。並びに
１８歳未満の父母のない児童。助成額：対象者に
係る医療費の一部負担金が 1,000円を超えると
き、その超える額に相当する額を助成します。

町民課
住民福祉班
℡42−2118

№ 項　目 趣　　　　　　　旨 内　　　容　　　等 問い合わせ先

9

重度心身障害
者医療費給付

　重度心身障害者に対し医療費の一部を
給付します。

　対象者：身障手帳 1級または ２ 級の者、療育
手帳Ａの者、身障手帳 ３ 級の者（心臓、腎臓、
呼吸器、ぼうこう若しくは直腸、小腸、または
免疫の機能障害を有する者に限る）、保健福祉
手帳 １級の者
　助成額：対象者に係る医療費の一部負担金の額

町民課
住民福祉班
℡42−2118

10

高齢者にやさ
しい住まいづ
くり助成金

　高齢者が自宅における転倒等により要
介護（要支援）状態とならないように住
宅改修を実施する者へ改修資金を助成し
ます。

　町内在住の60歳以上の高齢者（但し、世帯に
要介護認定を受けている方がいないこと）※過
去にこの助成金を利用したことがある方は対象
となりません。※所得制限があります。
　対象となる改修：①和式便器から洋式便器へ
の取替え、②手すりの取り付け、③段差の解消、
④床のすべり防止等のための床材変更、⑤引き
戸等への扉の取替え、等助成額：改修が必要と
認められた部分の改修費用の ９ 割（限度額１８万
円）事業期間：原則、県の補助対象期間
　注意事項：必ず改修前に申請し、事業認定を
受けてから改修を始めてください。すでに着工
した場合は、助成できません。

町民課
住民福祉班
℡42−2118

11

妊婦一般健康
診査事業

　妊婦が、健康診査の費用の心配をせず
に、必要な回数（14回程度）を必要な時
期に受けられることで、妊婦の健康の保
持増進、異常の早期発見及び早期治療を
図ることができるよう健診費用を助成し
ます。

　妊娠届け時に交付される妊婦一般健康診査受
診票を医療機関に提出することで、14回の妊婦
健診が無料で受けられます。受診票が使用でき
るのは、福島県内の医療機関です。里帰り等で
県外の医療機関で受診する場合は、助成方法が
異なりますので御相談ください。

町民課
保健衛生班
℡42−2118

12

子どもの医療
費助成

　子ども（18歳以下）の医療費の自己負
担分を助成します。

　子ども（18歳以下）の医療費（保険適用分に
限る）の自己負担分を助成します。
　加入されている保険によって手続きが異なり
ます。
１：国保加入者
　保険証によって県内の医療機関で現物給付

（窓口負担なし）となります（県外受診分及
び入院の食事代については、窓口負担となり、
後日申請手続きが必要です。）。

２：社会保険加入者
　受給者証により、全国の医療機関で現物給
付（窓口負担なし）となります。

３：国保組合加入者
　受給者証により、会津若松市、河沼郡及び
大沼郡管内の医療機関で現物給付（窓口負担
なし）となります（※自己負担額21,000円ま
で）（前記以外の受診分は後日申請すること
で返還されます。）。

※ １ 及び ２ に限り、柔道整復（整体等）について
は、窓口負担となり、後日申請手続きが必要です。

町民課
保健衛生班
℡42−2118

13

住環境整備助
成事業補助金

　住環境整備を促進するため、町が推進
している「特定環境保全公共下水道事業」
及び｢農業集落排水事業等｣により下水道
を整備する者に対して、接続・住宅改修等
のために要する資金の一部を助成します。

　下水道整備に伴う配管工事等・下水道整備に
伴う住宅改修工事代金の、整備に要した対象経
費の 3分の 2以内とし、10万円を限度として助
成します。

町民課
保健衛生班
℡42−2118

14

住まいづくり
支援事業補助
金

　町内経済の活性化と町民の安全・安心
な居住環境の推進を図るため、住宅等の
改修工事費の一部を助成します。

　 5万円以上の対象工事費の 1 / 2 （補助上限
額15万円、 1千円未満切捨て）
※平成26年度の変更点
１：平成23～25年度に補助を受けた方ももう １
度利用できます。
２：基礎がある小屋・車庫などの工事も対象に
なります。
３：対象が 5万円以上の工事に拡大されました。

建設課
建設班
℡42−2117

15

合併処理浄化
槽設置事業補
助金

　生活排水による公共水域の水質汚濁を
防止するため、専用住宅に合併処理浄化
槽を設置しようとする方に補助金を交付
します。

　補助金の額は、合併処理浄化槽の設置に要す
る費用を 5人槽382千円 6～ 7人槽532千円 8～
10人槽732千円の額を限度として補助金を交付
します。

建設課
上下水道班
℡42−2117
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柳津町の特定健診・特定保健指導受診率が国の目標を達成しました

年に一度は『特定健診』『基本健診』『がん検診』
を受けましょう

問　町民課保健衛生班　℡ 42－２１１8

　平成20年度から特定健診が開始され 5年が経過しました。
　国では、平成24年度の市町村国保の特定健診受診率の目標を６５％、特定保健指導率の目標を４５％
としていました。
　柳津町では、特定健診受診率、特定保健指導実施率も国の目標を達成することができました。
　柳津町の国保の多くの方が、健康に関心を持ち受診していただいた結果です。ありがとうございま
した。

　また、福島県内５９市町村国保＋医師・歯科医師国保の６０団体の中の平成２４年度の順位をみると、
特定健診受診率が ５位、特定保健指導終了率では ４位と県内でも上位に位置しています。

柳津町は、メタボリック症候群該当及び予備軍が多いんです！！　

　柳津町では、腹囲やBMIの基準値を超えている肥満の方が多い傾向がみられます。年次推移を
見ても、２３年度はやや減少傾向でしたが、２４年度は増加傾向がみられます。特に男性の肥満傾向が
目立ちます。
　生活習慣病は肥満が大きな原因の一つと言われています。
　太っている方だけが生活習慣病になるわけではありませんが、肥満の解消・予防が生活習慣病予
防の大きなカギと言えます。

　柳津町では、腹囲やBMIの基準値を超えている肥満の方が多く、さらには、血圧・中性脂肪・血
糖で基準値を超えている方も多い傾向にあります。柳津町の平成24年度のメタボ該当者及び予備軍
の率をみると、男性４1.1％、女性で２１．３３％と男性に多い傾向となっています。福島県と比べると、男性
は低いように思われますが、全国の中でも福島県はメタボ該当や予備軍が多く、第 2位となっています。
　年代別でみると30代からメタボ及びメタボ予備軍の方も見られますので、若いうちからの食事や
運動などの生活習慣を改善し、生活習慣病を予防する事が重要となります。
　また、高血圧や糖尿病治療中でも基準値を超えている方も多く見られるため、重症化予防の観点
からも、早い段階からの生活習慣改善が重要となります。

　平成２４年度の高額な医療費の内訳を見てみると、心臓や脳の血管疾患が多く見られました。その
基礎疾患は生活習慣病です。
　生活習慣病にはメタボリック症候群が大きく関係しています。メタボリック症候群を予防するこ
とで、柳津町の医療費も大きく削減できると考えられます。
　治療の有無にかかわらず、検査の結果は基準値内にすることが重要です。また、生活習慣を改善
することで、検査の値は改善できます。
　症状が出る頃には、すでに重症化していますので、体の中の異常を早く知るためには、特定健診
の検査結果の変化を見ていくことが重要です。
　そのためには、年に １回特定健診を受けましょう。

受　診　率（％） 特定保健指導終了率（％）
柳津町 県内順位 福島県 全　国 柳津町 県内順位 福島県 全　国

平成20年 60.02 ８位 36.39 30.9 30.1 １４位 14.2 14.8
平成21年 64.04 ６位 36.85 31.4 32.6 １０位 16.1 21.4
平成22年 64.72 ５位 36.88 32 23.2 １９位 14.8 20.8
平成23年 64.62 ５位 34.71 32.7 64.4   ４位 15.5 21.7
平成24年 68.26 ５位 36.4 33.72 74.6   ４位 16.6 23.2
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平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
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腹囲 総計 腹囲 男 腹囲 女
(%)

平成24年度平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

腹囲　男85cm　女90cm以上

しかし、健診結果
をみると・・・

メタボ該当+メタボ予備軍割合
男（％） 女（％） 総数（％）

柳津町 県 柳津町 県 柳津町 県
平成20年 37.92 45.16 24.5 20.8 30.7 31.17
平成21年 41.95 44.8 23.8 19.27 31.76 30.25
平成22年 43.92 44.65 21.29 18.72 31.5 29.9
平成23年 39.46 46.12 17.17 18.43 27.91 30.47
平成24年 41.1 46.76 21.33 18.62 30.7 30.98

平成24年度高額医療費の内訳　（生活習慣病が基礎疾患となる疾患）

件数計
（入院件数）

費用額
合計（円）

１件当たり
費用額（円）

基　　礎　　疾　　患
高血圧症 糖 尿 病 高脂血症 高尿酸血症

虚血性心疾患 11 15,021,520 1,365,592 9人 6人 6人 4人
大動脈疾患 0 0 0 0人 0人 0人 0人
脳血管疾患 8 11,776,560 1,472,070 6人 3人 4人 2人

　特定健診以外の各種検診については、 3 月に保健協力委員
さんを通して、２６年度に行う検診の希望調査を行っています。
調査で申し込みをされなかった方も事前に連絡をいただけれ
ば受けることができますので、御連絡ください。

自分の健康を守る
ため、年に一度は、
町や職場で健診を
受けましょう。
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国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を
支
え

る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税
務
署
等
に

お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・
検
査
や
指
導

な
ど
を
行
う
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

で
す
。

⃝

受
験
資
格

１　
昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

2　
平
成
5
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

（
１
）
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平

成
27
年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

（
２
）
人
事
院
が（
1
）に
掲
げ
る
者

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

⃝

受
験
申
込
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

平
成
26
年
4
月
1
日
（
火
）
か
ら

　

4
月
14
日
（
月
）
ま
で

・
郵
送
又
は
持
参

　

平
成
26
年
4
月
1
日
（
火
）
か
ら

　

4
月
2
日
（
水
）
ま
で

⃝

受
験
申
込
方
法

　

受
験
申
込
は
、
原
則
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込
と
す
る
。
郵
送
又
は
持

参
用
受
験
申
込
書
請
求
は
、
最
寄
の

税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

又
は
人
事
院
東
北
事
務
局
へ
行
う
。

⃝

第
１
次
試
験
日

　

平
成
26
年
6
月
8
日
（
日
）

問　
仙
台
国
税
局

　
　

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
　

☎
０
２
２
︱
２
６
３
︱
１
１
１
１

情報
プラザ
Information

　

柳
津
町
で
は
2
月
中
、
刑
法
犯
の
発

生
が
1
件
あ
り
ま
し
た
。

「
野
焼
き
」
は
犯
罪
で
す
！
！

⃝

「
野
焼
き
」
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
を

言
う
の
？

　
「
野
焼
き
」
と
は
、
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
廃
棄
物
処
理
法
」）
で
禁
止
さ
れ

て
い
る
行
為
で
、「
廃
棄
物
を
屋
外

で
焼
却
す
る
行
為
」
を
指
し
ま
す
。

※
山
野
な
ど
を
肥
や
す
た
め
の
「
火

入
れ
」
や
「
土
手
焼
き
」
の
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝

何
を
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
の
？

　

日
常
生
活
や
業
務
上
で
出
た
「
ご

み
」
と
い
え
る
も
の
は
、
廃
棄
物
処

理
法
で
焼
却
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

⃝

「
野
焼
き
」
は
、
な
ぜ
し
て
は
い
け

な
い
の
？

　

廃
棄
物
処
理
法
は
、「
生
活
環
境

の
保
全
、
公
衆
衛
生
の
向
上
」
を
目

的
と
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
「
何
人

も
廃
棄
物
を
焼
却
し
て
は
な
ら
な

い
。」と
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

例
外
的
に
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た

方
法
で
廃
棄
物
を
焼
却
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ド
ラ
ム
缶
等

を
用
い
て
焼
却
す
る
こ
と
は
、
法
律

で
認
め
ら
れ
て
い
る
方
法
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
一
部
、
公
益
上
や
社
会
の
慣
習
上

や
む
を
得
な
い
焼
却
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

⃝
「
野
焼
き
」
を
す
る
と
、
ど
の
よ
う

な
罰
則
を
受
け
る
の
？

　
「
5
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
1

千
万
円
以
下
の
罰
金
、
又
は
こ
れ
の

併
科
」

　

法
人
と
し
て
行
っ
た
場
合
は
「
3

億
円
以
下
の
罰
金
」

　

と
い
っ
た
非
常
に
重
い
罰
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問　
会
津
坂
下
警
察
署

　
　

☎
０
２
４
２
︱
８
３
︱
３
４
５
１

　
山
火
事
に
注
意

　

山
火
事
は
空
気
が
乾
燥
し
、
草
木
が

芽
吹
く
前
の
春
先
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

燃
え
て
し
ま
っ
た
森
林
を
元
の
姿
に

戻
す
の
に
は
多
く
の
時
間
が
必
要
で
す
。

　

山
火
事
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

枯
れ
草
等
の
あ
る
場
所
で
は
、
た
き

火
を
し
な
い
こ
と

⃝

強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き

火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と

⃝

た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
に
は

完
全
に
消
火
す
る
こ
と

⃝

た
ば
こ
の
吸
殻
は
必
ず
消
す
と
と
も

に
、
投
げ
捨
て
は
し
な
い
こ
と

⃝

時
期
に
限
ら
ず
火
遊
び
を
し
な
い
こ
と

　

も
し
山
火
事
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た

場
合
に
は
、
は
じ
め
は
火
が
小
さ
く
と

も
、
山
火
事
の
火
は
回
り
が
は
や
く
、

い
つ
の
ま
に
か
火
に
囲
ま
れ
て
逃
げ
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

無
理
し
て
自
分
だ
け
で
消
そ
う
と
せ

ず
に
一
一
九
番
通
報
し
て
安
全
な
場
所

へ
避
難
し
ま
し
ょ
う

問　
会
津
坂
下
消
防
署
柳
津
出
張
所

　
　

☎
４
２
︱
２
１
５
０

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
る
風
評
被
害
に
関
し
て
、
法
人
お
よ

び
個
人
事
業
主
が
被
っ
た
損
害
に
関
す

る
賠
償
の
仕
組
み
や
具
体
的
な
手
続
き

等
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
に
よ
る
個
別

相
談
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
4
月
か
ら
時
間
予
約
制
度
に

変
更
と
な
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は

電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

対
象

　
柳
津
町
で
事
業
を
行
う
観
光
業
、

商
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
農
林
業
等

の
事
業
者

⃝

日
時

　

4
月
15
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

⃝

場
所

　

柳
津
町
商
工
会
館

⃝

予
約
受
付
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
ま
で

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
相
談
会
開
催

　

日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
）

※
事
前
予
約
が
な
い
場
合
は
、
相
談
窓

口
が
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
御
注
意

願
い
ま
す
。

問　
東
京
電
力
株
式
会
社

　
　

会
津
若
松
補
償
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

予
約
専
用
電
話
番
号

　
　

☎
０
２
４
２
︱
２
４
︱
０
７
１
０

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

会
津
坂
下
消
防
署
柳
津
出

張
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
税
専
門
官
採
用
試
験（
大

学
卒
業
程
度
）の
お
知
ら
せ

会
津
坂
下
警
察
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

風
評
被
害
に
関
す
る
損

害
賠
償
相
談
会

宮 下 病 院 だ よ り

平成26年度県立宮下病院の
診療体制について 　　県立宮下病院

黒沢 正喜
　地域の皆さまには、常日頃より当院をご利用いただいておりますとともに、多大なる御支援、御協
力をいただいていますことに対し、深く感謝申し上げます。
　平成２６年 ４ 月 １ 日付け人事異動では、柏木真人医員が転出、小山大輔医長、佐藤悠医員が転入とな
り、常勤医師が ４ 人となりました。医師の確保に向けて、御尽力いただきました管内町村長を始め、
宮下病院等後援会の皆様には大変お世話になりました。
　昨年、休診となりました外科については、今年度も外科医師が不在となりますことから、引き続き
休診とさせていただきますが、会津医療センターより多くの応援をいただき、充実した診療体制を整
えることができました。（下記の表参照。）
　また、皆様に御利用いただいております病院バスの運行経路を見直して、柳津町及び昭和村の中心
部まで運行し、管内町村の全てをカバーすることとなりました。
　本年度もへき地医療拠点病院として、地域医療を守るべく努力してまいりますので、引き続き御支
援を賜りますようお願いいたします。

【平成２６年度診療体制】
診 療 科 開 設 曜 日 医　　　　師　　　　名

内 科
月 ～ 金 曜 日 院長 黒沢正喜、科長 愛澤正人、医長 小山大輔、医員 佐藤　悠

第２・４木曜日 （会津医療センター）助手 長谷川浩二

循 環 器 内 科 第 ２ 木 曜 日
第 ４ 火 曜 日

（会津医療センター）講師 宗像源之
（会津医療センター）助手 星野弘尊

整 形 外 科 毎週水曜日※１ （会津医療センター）准教授 岩渕真澄、助手 田口浩子、助手 利木成広

心 身 医 療・
もの忘れ外来

※２

火 曜 日
火 曜 日
水 曜 日

（県 立 矢 吹 病 院 ）科長 金澤壮一
（会津医療センター）講師 久村正樹
（会津医療センター）助教 西郷佳世

耳 鼻 咽 喉 科 隔 週 金 曜 日 （会津医療センター）准教授 角田保雄

皮　 膚　 科 隔 週 金 曜 日 （会津医療センター）准教授 鈴木重行

※１　第５水曜日は休診です。
※２　「心身医療・もの忘れ外来」については、火曜日または水曜日のどちらかで毎週開設しています。

事前にお問い合わせください。
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行事の予定
4

人の動き 3,813人（−6）／男1,858人（±0）／女1,955人（−6）／世帯数1,324戸（±0）
平成26年 3 月 1 日現在（前月比）住民基本台帳より

編
集
敬
白

柳保・西保入所
式
ライオンズクラ
ブ例会

柳津町スポーツ
少年団結団式
春の防火パレー
ド

春の全国交通事
故防止県民総ぐ
るみ運動
(～15日)

町内小中第 1学
期始業式、入学
式
スポーツ推進委
員定例会

お茶教室（柳保）お茶教室（西保）柳中保護者会・
PTA総会・歓
迎会

十三講詣り
（～ 5 /13）
久保田グリーン
ツーリズム第 １
回目活動
（種まき）

西小交通教室 はとぽっぽ教室
（柳保）（9：30）

柳中、西中修学旅
行（～18日）
西山保育所交通安
全指導保育・保護
者会総会
３ 歳児健診

（銀）（13：00）

柳津保育所交通安
全指導保育・保護
者会総会
西中校外学習

（1・2年生）
ライオンズ
クラブ例会

柳小・西小授業
参観・PTA総
会

英語で遊ぼう
（合同）（柳保）
第 1回献血
西小 1年生を迎
える会

柳小家庭訪問
（～24日）
柳中家庭訪問

（～24日）・全国
学力、学習
状況調査

乳児健康相談
（銀）（13：00）

西中PTA総会、
保護者会

春季検閲式

西中振替休日 良寛和尚供養祭
久保田三十三観
音まつり

西小家庭訪問
（～ 5 / 2 ）
西中家庭訪問
（～ 5 / 2 ）
みんなで遊ぼう
（柳保）（9：30）
※放課後子ども教室　ジャンプやないづ　月・水　15：30〜　ふれ
〈省略〉　　　　　　　杉の子サークル　　木　　　13：30〜　西セ
柳保……柳津保育所　 ＢＧ体……運動公園体育館　 町セ……町民センター
西保……西山保育所　 ＢＧグ……運動公園グラウンド　 西セ……西山交流センター
銀………銀山荘　　　 柳中体……柳津中学校体育館　 さプ……さゆり運動公園プール
ふれ……ふれあい館　 西中体……西山中学校体育館

「イカのおすし」覚えたかな？
　 ３ 月 ６ 日に、町内保育所において就学時交通安
全保育を実施しました。
　 ４ 月から小学生となる児童は、会津坂下警察署
の方々などから通学時に守らなければならない交
通ルールや連れ去り事件に巻き込まれないための
ポイント「*イカのおすし」などについて教えて
いただきました。
 *イカのおすしについては、広報 ３ 月号の情報プ
ラザに掲載しています。
　小中学生の子どもがいる家庭では、今一度御確
認ください。

寄
　
　
付

講
演
会
の
お
知
ら
せ

戸
籍
の
窓

　

先
月
は
、
広
報
誌
の
取
材
で
中

学
校
の
卒
業
式
に
お
邪
魔
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
卒
業
生
が
中
学
校
に
入

学
し
た
3
年
前
は
、
ち
ょ
う
ど
東

日
本
大
震
災
の
発
生
と
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
混

乱
の
ま
っ
た
だ
中
に
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
震
災
の
影
響
で
１

学
期
終
了
後
に
教
職
員
の
異
動
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
生
徒
と
保
護
者

の
皆
様
に
と
っ
て
あ
ま
り
前
例
の

な
い
負
担
が
か
か
り
、
大
変
御
苦

労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
逆
境
に

あ
っ
て
も
、
卒
業
式
に
臨
ん
だ
生

徒
の
顔
に
は
3
年
間
充
実
し
た
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
達
成
感
と
こ
れ
ま
で
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
、
地
域
の
方
々

及
び
保
護
者
の
皆
様
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
に
あ
ふ
れ
て
い
た
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。

　

卒
業
さ
れ
た
皆
様
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
進
路
で
ま
す
ま
す
御
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
（
派
遣
の
は
が
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
2
月
分
・
敬
称
略
）

■
柳
津
町
へ

◎
一
般
寄
付

　

有
限
会
社
河
内
屋
商
店

　
　

代
表
取
締
役　

山　

内　

拓　

也

■
西
山
小
学
校
へ

◎
ペ
ン
ギ
ン
の
は
く
製　

1
体

　

原　
　
　
　
　

剛
（
砂
子
原
）

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ

◎
ご
遺
志

　

永　

井　

義　

人
（
大　

野
）

　

伊　

藤　
　
　

守
（
会
津
若
松
市
）

　

大　

島　

正　

生
（
会
津
若
松
市
）

　

田　

﨑　
　
　

涼
（
会
津
若
松
市
）

　

齋　

藤　

貴　

志
（
会
津
坂
下
町
）

　

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
ス
キ
ー
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
日
本
代
表　

三
星
マ
ナ
ミ
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

⃝

日
時　
4
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
か
ら

⃝

会
場

　

≪
実
技
指
導
講
習
会
≫

　
　

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　
　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

　
　

午
後
1
時
～
2
時

　

≪
講
演
会
≫

　
　

や
な
い
づ
ふ
れ
あ
い
館

　
　

午
後
2
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

⃝

主
催　
赤
べ
こ
ト
ー
タ
ル
ス
ポ
ー
ツ

問　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
４
２
︱
２
２
４
６

（
2
月
1
日
～
2
月
28
日
届
出・敬
称
略
）

■
ご
逝
去

　

永　

井　

ア
ヤ
子　

83　
（
大　

野
）

　

伊　

藤　

京　

子　

77　
（
黒　

沢
）

　

一
ノ
瀨　
　
　

光　

88　
（
麻　

生
）

　

田　

﨑　

キ
ヨ
子　

80　
（
中　

野
）

　

岩　

佐　

昭　

子　

91　
（
一
王
町
）

―柳津町は納税完納推進の町です―

今月の納期
納期限：４月30日（水）
軽自動車税　　　　全　期
固定資産税　　　　第１期

※固定資産税全期前納報奨金差引納付は 4月30日までの
納付です。

※口座振替納入の方は25日（金）が振替日になります。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。
総務課税務班　☎４２-２１１３

休日当番医（変更になる場合があります）

６日
（日）

金山町国保診療所
（金山町）

☎（0241）
54－2031

13日
（日）

あかぎ内科消化器科医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－0303

20日
（日）

佐藤整形外科医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－1155

27日
（日）

荒井医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－2224

29日
（火）

寿松堂渡辺医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－3125

休日救急・夜間救急センター
坂下厚生総合病院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－3511

４　月
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問　町民課保健衛生班　℡ 42－２１１8

国保から制度改正のお知らせです

お医者さんにかかったとき

70歳以上75歳未満の人の
自己負担割合が
変わります
　平成26年 4月から70歳以上75歳未満の人が病院にかかった時に支払う、自己負担割合が変更になります。
　ただし、昭和19年 4 月 1 日以前に生まれた人（平成26年 4 月 1 日現在で既に70歳以上の人）は、こ
れまでどおりの負担割合（ 1割）に据え置きとなります。
　現在、 3割負担となっている、昭和19年 4 月 2 日以降に生まれた人は、70歳の誕生日の翌月（各月
1日誕生日の人はその月）から 2割の負担となります。
　なお、現役並みの所得者の自己負担割合については 3割のままで変更はありません。

70歳以上75歳未満の人の自己負担割合

現役並み所得者以外
（後期高齢者医療制度の対象となる
一定の障害があると認定された人
は除く）

昭和１９年４月１日
以前生まれの人　　 １割

昭和１９年４月２日
以降生まれの人　　 ２割

現役並み所得者（注） ３割

（注）現役並み所得者とは、７０歳～７４歳の国保被保険者で住民税課税所得が１４５万円以上の人をいいます。
　　なお、住民税課税所得が１４５万円以上でも下記の場合、申請により軽減を受けることができます。

同一世帯の70歳以上75歳
未 満 の 国 保 被 保 険 者 数 収　　　　　　　　入 

１　　人
383万円未満

後期高齢者医療制度移行で国保をぬけた方
を含めて合計520万円未満　　　　　　　

２人以上 合計520万円未満

平成26年 4 月より


